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序	 章  
第１節	 問題の所在と研究の目的  
教育の問題の多くは、身体の問題であるということが、本研究の前提である。し
かしながら、教育における身体は、「心 -身体」「知識 -身体」「精神 -身体」など二項
対立の図式において扱われる傾向が根強い。このような身体を一方的に捉える図式
は、「知識 -経験」「勉強 -遊び」「知識 -態度」などといった、更なる二項対立図式を
生み出し、深化させる可能性がある。従って、本研究は、教育における身体へのわ
れわれの認識を改め、そこから教育や教育問題をみるための手がかりとして、「身体















	 第 2 節	 先行研究の概観  
身体感性論に関する先行研究として、シュスターマンの著書四冊－ Practicing 
Philosophy 、 Pragmatist Aesthetics 第 ２ 版 、 Body Consciousness 、 Thinking 




















第 1 章	 プラグマティズムとしての身体感性論  
























第３節  身体感性論におけるウィリアム・ジェームズ  
シュスターマンが、ジェームズの生き方や思想において注目するところは、「身
体」と「美学」である。シュスターマンは、ジェームズの The Principles of  Psychology
を取り上げ、そこにおける「身体」に注目し、身体の要素の記述を抽出している。  
また、シュスターマンは、ジェームズの The Principles of  Psychology の美学的
側面に光を当てることで、プラグマティズムのテーマを見出している。シュスター
マン はジェームズ ・プラ グマ ティ ズム の 核心 的な テー マを 	①身体 的自然主義
（ somatic naturalism）、②身体と社会、文化との連続性、③実用の意味、④美的経
験の性質、の四点においてまとめていて、身体感性論の考え方を補強している。  







第 2 章	 身体感性論の改良主義（meliorism）と教育  



















































































































終	 章  
	 第１節	 研究のまとめ  
第 1 章では、プラグマティズムとしての身体感性論の特徴が次のように明らかに
された。  
①  個々人の生き方に接している。   
②  その出発点は、 伝統的な学問としての美学の限界を乗り越える新しい美学であ
る。  
③  反基礎づけ主義を標榜し、知識の根源性や確実性としての真理を否定する。   
④  身体が求心的な役割を果たしている。  
⑤  改良主義を目指している。それは、身体的実践を通しての生き方の改善である。   
第 2 章では、身体感性論の基本原理である改良主義の観点から、教育の本質であ
る改良主義に以下のような提言がなされる。  
①  教育には改良主義が前提されていること、の自覚が求められる。  
②  教育における改良主義は、反基礎づけ主義に基づく必要がある。  











①  教育における反基礎づけ主義の原理の主張。  
②  実践と学問の連動を求めること。  
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